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年度 科　年間学習計画表

① 学習の到達目標

② 評価の観点、方法

③ 担当者から

※ 前期反省

※ 年間反省

※ 次年度に向けて

〇共に頑張っていきましょう。

〇史料・資料を正しく上手に使い、多角的かつ客観的な思考を身につけてください。

〇 これまで学習してきた知識を相互に関連づけることで理解を深め、歴史的事件の原因を探っていきます。

○思考・判断・表現　　歴史の転換点や事象の歴史的意義を説明することができる。

○技能　　　　　　　　　授業で扱う史料・資料を多角的に考察し、客観的に解釈することができる。

○知識・理解　　　　　授業や試験で知識の定着をはかることができる。

3年次文系（後期のみ開講）

山形県立長井高等学校

○関心・意欲・態度　　歴史に対する興味関心を持って授業に取り組むことができる。

〇これまでに学習した高校日本史の内容について、知識を関連づけて理解することにより深化を図る。
〇史料や資料に基づいた学習を通して歴史的な思考や客観的な物の見方を身につけていく。

使用教科書
副教材等 自主教材

地歴公民

単位数 週時間数2 4教養日本史 年次・コース・組

2023

科目



④ 学習計画　（どのような内容を、どの時期に学ぶのかを含む）

月

後期中間まで

予定 28

実施

予定 21

実施

中世

近世

近・現
代

テーマ
史

　　〇 中世史

　　〇 近世史

　　〇 近・現代史

　　〇 テーマ史

年度末まで

2・3

1

10

11

12

授業時数

武家政権の成立（鎌倉幕府と室町幕府）

下剋上の社会と庶民の台頭

幕藩体制の展開

幕藩体制の動揺

単元名 教科書項目等

テーマ
史

　　〇 テーマ史

二度の世界大戦と日本社会

戦後日本の復興

・主な学習活動（指導内容）　　◎評価のポイント　　○留意点

世界史の中の日本（文化交流史）

庶民生活の変化（衣食住の変化）


